
 

 

地域の大人の知恵と技を子どもたちに 
西馬城小学校で、地域の方々が「先生」として、子どもたちに生活の知恵と技を伝授しました。 

          

     幡手元春さんが梅の種類や収穫について 5/31      今戸節子さんらが米粉を使った料理の指導 6/9 

梅雨の合間、夏の花を植えました 
6月７日、上矢部の有志の方々が、上矢部公民館前、生目神社境内の花の植え替えをしました。 

春の花を処分し、今年も駅川中学校からいただいたマリーゴールドなど夏の花を植えました。 

       

西馬城担当の新しい地域おこし協力隊員です  

 
※麻生さんは北馬城地区兼任です。前任者の阪口さんは今年度は深見地区・南院内地区の担当です。 

西馬城地区の担当になりました、麻生愛美（あそうまなみ）です。

宇佐市麻生の出身で、1 年前に福岡から宇佐に U ターンしました。 

協力隊員として活動を始めて 2 年目になりますが、この西馬城地

区には魅力がたくさんあると思いますので、これからどんどん見つ

けて発信していきたいと思っています。 

仕事は協議会の活動のサポートが中心となります。西馬城地区の

皆様のお役に立てるよう力を尽くしたいと思っています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

趣味は映画観賞、空手。特技は書道、英語、中国語（中国に留学）。 
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西馬城の７月行事 ※11日～２０日は交通安全「おおいた夏の事故ゼロ運動」です。ご安全に！ 

10:45～12:20 地震体験車「ユレルンダー」試乗  西馬城小グラウンド 

14:25～15:55 ＡＥＤを用いた救急救命法の講習  西馬城小ミーティングルーム 

西馬城唯一の商店 恵良酒店（熊） 
 昭和 40年代始め頃までは、西馬城にも店があちこちにありました。文具屋、酒屋、たばこ屋、自転

車屋、散髪屋、パーマ屋、お茶屋、豆腐屋など。それらは時代と共に消えていってしまいました。 

そういう中で、唯一、続いている店が泣別れ峠談合堂の「恵良酒店」。店を守るのは恵良富士子さん。

みんなから「ふじちゃん」の愛称で呼ばれています。数年前に旦那様を亡くされてからは一人で店を

守っています。店には酒だけでなく食料品や調味料、向かいの販売所には野菜なども並んでいます。  

恵良家は、戦後、酒、たばこ、塩の販売免許を取得し、今は消滅した「谷」という奥の集落から今

の県道端に移り住んで商売を始めたそうです。店がとても忙しかった時代もあったそうです。今は、

そういうことはありませんが、地域づくり協議会が設置させてもらっている防犯カメラの点検にとき

どきうかがうと、年配の方が買い物のついでに、お茶を飲みながら店主のふじさんと談笑しているの

をよく目にします（おしゃべりついでの買い物かも）。佐田方面の立寄り客もあり、ときには御許山に

登る参拝者がお神酒を買いに寄ることもあるそうです。 

      

   ちょっと寄ってみたくなる峠の店「恵良酒店」   気さくな人柄で元気に働く「ふじちゃん」 

日 月 火 水 木 金 土 

１     ２ 半夏生 ３ 紙   ４ ５ ６     ７ 七夕 

     防災研修会 土曜授業 

     ８ び・Ｐ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

  ふれあいレク 街頭啓発活動    

１５ １６ １７ １８ １９    ２０土用丑 ２１ 

 海の日    
終業式 

教育キャンプ 
教育キャンプ 

２２ 不燃 ２３ 大暑 ２４ ２５ 缶  ２６ ２７ ２８ 

    健診結果説明会 宇佐神宮夏越祭り 宇佐神宮夏越祭り 

２９ ３０ ３１     

宇佐神宮夏越祭り 

（西馬城子ども太鼓） 
      

7月 6日（金）防災の研修会にご参加を！ 


